
②決算見込み内訳 単位：千円

不用額理由

繰越
（翌年度支払いに変更。）

(１)仮設等 113,557,648 48,016,164 29,301,095 18,715,069 18,715,069

(２)エネルギー 20,752,726 10,532,063 9,282,452 1,249,611 1,249,611

(３)テクノロジー 26,332,638 21,252,444 9,657,767 11,594,677 11,594,677

(４)輸送 23,270,373 6,823,344 5,396,044 1,427,300 1,427,300

(５)輸送
　（大会開催経費分）

2,407,905 391,104 37,206 353,898 353,898

(６)セキュリティ 32,311,621 5,944,984 4,602,897 1,342,087 1,342,087

(７)セキュリティ
　（大会開催経費分）

7,428,467 724,384 2,409,669 ▲ 1,685,285 ▲ 1,685,285

(８)オペレーション等 12,288,631 2,111,565 1,567,845 543,720 543,720

(9)新型コロナウイルス感染症対策関連 0 1,000,000 82,591 917,409 917,409

(10)緊急対応費 10,000,000 0 0 0 0

計 248,350,009 96,796,052 62,337,566 34,458,486 34,458,486

共同実施事業　令和2年度決算（見込）について

項　目
令和2年度
当初予算額

令和2年度
補正後予算額

令和2年度
決算見込

令和2年度
補正後予算額

に対する不用額

①概要

令和2年度共同実施事業の負担金については、当初予算として約2,484億円(オリ分約2,070億円、パラ分414億円)を計上したところであるが、

11月末現在の執行状況見込みは、約1,516億円(オリ分1,319億円、パラ分197億円)の不用額が生じる見込みであった。

そこで、令和2年度最終補正予算により約1,516億円の減額補正を行い、約968億円（オリ分751億円、パラ分207億円、コロナ分10億円）を最終予算として再計上した。

3月30日時点の執行状況見込は約623億円（オリ分506億円、パラ分116億円、コロナ分1億円）であり、約345億円（オリ分245億円、パラ分91億円、コロナ9億円）の

不用額が生じる見込みであるが、（補正予算に対する執行率64.4％)、不用額については、令和3年度予算への繰越を予定している。
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